

















津・齋藤，2011），⑶ e ente o p em olo
































































































S とする）」（ en et l., 2014）においては，自身
に長期的に機能するコーピングレパートリー拡大の有効な
手段の１つとして，個人が人生において大切にしたいこと





















2011）,（ ）価値の明確化の程度：日本語版V lu n
ue t onn e（土井他，2017），（e）心理的ストレス反


























































































































Self-Concept Formation Process Based on Narrative about Interpersonal Situations in 






















　 S 傾向（ 16：栗田他，2004），抑うつ不安傾向
（ 尺度：北村，1993）により４群を設定した。調査対

















































神経発達障害である（ , 2013）。成人期 患者は，
うつ病や不安症といった二次障害の併存率が高く
（ ou et l.，2005），広範囲の生活障害を抱えている
（ , 2007）。 を特徴とする3症状から，さらに先
延ばしや動機の低さなどが随伴症状として存在し，これらの
症状により日常生活に様々な問題を引き起こしている
（ e e , 2004）。随伴症状のうち，とくに成人期
患者は，行動の遅延によって，状況がより悪化する
ことが予想されるにも関わらず，自発的に行動を遅らせる先


















【結果】Spe m nの順位相関分析の結果， 高群（ρ
.31, p .001）低群（ρ .32, p .001）共に，実行機能
系と先延ばしに負の相関がみられた。一方，高群は S（ρ













ト， 症状， S S，先延ばし，衝動性，うつ症状，
不安症状， S 症状を使用した。また実験課題は，報酬・
損失条件における即時小報酬・遅延大報酬を選択する異時
点間選択課題（ n , 2004）を使用した。
【結果・考察】 傾向高群では，先延ばしと抑うつ・不
安症状との関連がなく，報酬反応性（ρ .44, p .05）と
関連していた。また，低群では先延ばしと抑うつ・不安症状
との関連がみられ，刺激探求（ρ .60, p .01）との関連
性がみられた。実験課題においても，高群では先延ばしをし
やすい程，損失条件における損失金額を低く抑えており（ρ
.55, p .01）， 終獲得金額も高くなる（ρ .54, p
.01）ことが示された。一方，低群は先延ばしのしやすさが
報酬条件における獲得金額の低さ（ρ .78, p .01）と関



















The Effect of Depression on Aggression and Related Factors in Reactive Aggression 
Arousal Settings
, u





et l., 2005），再発率を高める（ u 　et l., 2013）など
様々な問題が指摘されている。背景要因として，気分反応
性が挙げられ，拒絶過敏性や抑うつ的認知の歪みなどが要
























影響を与えていたが（ .02, p .05； .14, p .05），
抑うつは他者表出型攻撃性には有意な影響を与えていな
かった（ .00, n. . .05, n. .）。また，抑うつは自
己不表出型攻撃性，他者不表出型にそれぞれ有意な正の影
響を与えていた（順に .03，p .01 .19, p .01,
















































反応する傾向である「報酬への感受性」（ u , nte ,



















（ ）ストレス反応：S S 18（鈴木他，1997）（e）家族の対






数として，S １にデモグラフィック，S ２にS S






意であった（正の強化：Δ ２＝.100, p .01, β＝.331, p











（ ）ひきこもり者の適応的行動： S （ on et l.,



















Pure Procrastination Scale 日本語版の作成
および信頼性と妥当性の検討
Reliability and validity of the Japanese version of the Pure Procrastination Scale.
, uno
　やらなければいけないタスクを不必要に遅らせること













（ o ent l et l., 2015）。そこで，本研究では u e









調査材料：① u e o t n t on S le （原版より作
成，翻案作成後，逆翻訳を行い原著者のチェックを3回行
なった）② ene l o t n t on S le日本語版（林，
2007），③能動的先延ばし尺度（吉田，2017）④t e
S t t on t e S le日本語版（角野，1994）⑤新





50, p .01, .92, .90, S .09）。信頼性分
析の検討の結果， S は十分な内的整合性（ on α
.80 .92），また許容可能な再検査信頼性を有することが示




































The Mediating Role of Mind Wandering as a Transdiagnostic Factor
in the Relationship between Executive Function and Repetitive Negative Thinking
, S n
　マインドワンダリング（m n n e n 以下, ）
とは，目の前の課題に取り組んでいる 中に注意が外部環
境から内部思考に向かう現象である（Sm ll oo
S oole , 2006）。 には，従来注目されてきた生起頻
度以外に，意図性・思考内容といった構成次元があり，心
理的症状に及ぼす影響が異なる可能性が指摘されている












分析対象とした。測定指標：1） um n t on e le t on
ue t onn e 日本語版（ 高野・丹野, 2008）, 2）
enn St te o ue t onn e 日本語版（ S 本
岡・ 松 見・ 林, 2009），3） e e e t e n n
ue t onn e 日 本 語 版（ Su u
Su u ,2016），4） ente o p em olo Stu e
ep e on S le日 本 語（ S 島 ら，1985），5）
ene l e n et o e 7日本語版（ 7 村松
ら，2010），6）So l o S le 日本語版（S S 金井
ら，2004），7） men on l e e ompul e
S le日本語版（ S 土屋垣内ら, n p e ），8）St oop
，9） ，10） on n So t n
e t，11） pe t on Sp n e t，12） e e uent l










































Examining the effect of clarification of value on aggressive behavior 
in children and adolescents
, o
　児童生徒の攻撃行動低減に対しては，「問題解決訓練」























　（ ）児童生徒の価値： V Ⅱ（土井他，2014）を





















































Understanding mental health of sexual minority 
based on cognitive behavioral theory











































































The Association Between Daughters’Emotional Expressivity，Autonomy and 









































F1 F2 F3 F4
F1: （α=.86）
 9: は人があまり らないような とでも ってしまう .92 .01 -.10 .04
 8: は 先を考え に ってしまう .82 .00 .00 .03
11: は な とがあると感 を させてしまう .70 -.02 .17 -.14
12: は 親から している 応が得られないと 親に対して い り
を表す
.43 -.01 .37 .09
F2:主体 （α=.87）
17:うち るものや生きがいを感じるものが見つかり ている .07 .87 -.09 .00
16: には ういう うになりたい という理 のようなものがあり
うなれるように 力している
-.14 .81 .08 -.08
18: や 事には をもって意 的に取り んでいる .15 .75 -.13 .04
15:自分の や に かって自分の スで んでいる -.07 .73 .14 .03
F3: （α=.85）
10: りを感じると 親を つけるような をしてしまう .05 .03 .93 -.03
 3:わかっていても ってはいけないような どい とを 親に ってしまう
とが い
.04 -.01 .75 .03
F4:親 （α=.73）
21: 親に に や 意を す .04 -.15 -.03 .77
20: しんでいる 親を ま うとする -.09 .09 .08 .72
22: 親から誤解されたら誤解が解けるように をする .04 .12 -.03 .58

















The effect on drinking behavior improvement of



























（ ）飲酒動機： （大宮他，2013），（ ）報酬知
覚： S（国里他，2011），（e）生活の質： 28（中
川他，1996），（ ）再飲酒リスク： S（ et l., 2009），
（ ）注意バイアス：ビジュアルプローブ課題（ el et l.,
2004）（200m , 500m , 2,000m ），（ ）衝動的行動：修正
ストップシグナル課題（ one el , 2015）（エラー率，























（S oenm e et l., 2010）を実施した（正負両
低群１名（ ），正の強化優位群２名（ , ），正負両高群２




























であり（ oo , e , Vo le , 2006），日常生活の支
障度に影響を及ぼす（Sull n, n , l , 2005）。さ
らに，痛みが生じる恐れのある行動を回避することで，日常
生活への支障度は強くなり，痛みの慢性化につながる

























向 SS. 9）S 8. 10）自分への思いやり尺度日本語版
（S S ）． 11） .12）日常場面における平常時お
よび頭痛時の頭痛に対する質問項目.13）日常生活場面にお
ける，S 行動に関する e アンケート. をそれぞれ用いた。
　時期（ e po t）を独立変数，6） 11）を従属変数とし



























The Effects of Parentification of Typically-developing Siblings of Individuals with Developmental 













































  21 私は私の家族のために仲裁⼈の役割を務めた。 .97 -.08 -.06
  20 私は家族内で通訳のような役割を果たしていた。 .85 .04 -.13









  15 きょうだいのしつけをする⼈は主に私であった。 -.08 .77 -.02
  13 私は毎晩きょうだいが寝床に⼊ったかを確認する責任があった。 .04 .70 -.02
  3  私はきょうだいが宿題を終わらせることを⼿伝う責任があった。 .04 .64 -.02
F3：親役割代⾏の利点の理解（α＝.70）
 7    私は私たちの家族がチームであり，うまくやっていたと感じた。 -.09 -.03 .76
 8    私は家族のなかで⾃分の役割を本当に楽しんだ。 -.05 -.03 .70












いる（Ste l o pe , 1985）。他者への援助要請は、自分
の行動に対してどのような結果がもたらされるかという予







を収集する調査手法である olo l oment











野, 2006 蓮井他, 1999）、（3）日本語版St m t n














3.05, 95 1.44, 6.45 , p .01）、家族（ 2.07,
95 0.97, 4.45 , p .10）と会った場合、大学（
2.37, 95 1.36, 4.11 , p .01）、自宅（一人暮らし）（
2.24, 95 1.08, 4.68 , p .05）で過ごした場合、講義
（ 3.12, 95 1.72, 5.64 , p .01）、趣味・娯楽（
2.02, 95 0.37, 11.18 , p .10）をして過ごした場合、








効果（ .021, .170, p .01）、および悩みの深刻度






.414, .211, p .01）が有意であった。また、悩みの
深刻度と相談行動の交互作用効果が有意であった（
.297, .075, p .05）。単純主効果検定の結果、相談行
動が生起しなかった場合における悩みの深刻度の増加の効
果（ .562, p .01）、および相談行動が生起した場合に

















認知事象」と定義される侵入思考があり（ l , 2005），侵
入思考が不安を高めている（e. . u on l , 1993）。
侵入思考を意図的に考えないようにする思考抑制は日常生
活を送る上で必要だが（関口他，2014），思考抑制により侵




















.43, p .001 .44, p .001 .33, p .001）
　次に，重回帰分析の結果，ストレッサーの嫌悪度，侵入
思考，集中が不安に正の影響を与えることが示された（順
に， .16, p .001 .33, p .001 .24, p .05）。
　次に，各変数間の関係性を検討するために共分散構造分






安を高めるパスが有意であった（順に，p .001 p .05）。
　本研究の結果から，ストレッサーの嫌悪度が直接，または侵
入思考を媒介して不安を高めることが示された。ストレッサー





































NFI = 0.97, CFI = 1.00, RMSEA = 0.00, AIC = 57.49, BCC = 57.91
***p < .001, *p < .05












イ ン タ ー ネ ッ ト を 用 い た 認 知 行 動 療 法（ nte net
o n t e e o l t e p ；以下， ）が注目さ
れている（今村・川上，2015）。しかしながら，対面式
と比較した場合，その介入効果は十分でないことが報告さ



















（肥田野他，2000），（ ）抑うつ症状：日本語版 S （島
他，1977），（ ）身体状態知覚：日本語版 （庄野他，










































Effect of metacognitive beliefs on attentional distortions in social anxiety
, um
　社交不安症（So l n et o e S ）とは，社
交場面に対する著しい恐怖や不安を特徴とする精神疾患で








に，メタ認知療法（ et o n t e t e p ）があ
る（ ell , 2009 熊野他監訳, 2012）。 では，精神疾患
を持続させる病理的過程の一特徴として，内外部の情報に
注意を固着させる状態を規定しており（ ell , 2008）,こ
れは注意の向け方にまつわる誤った信念であるメタ認知的
信念（ et o n t e el e ）を強固に保持して














（ ）スピーチ課題中の視線追尾 聴衆の注視時間,（ ）
ドット・プローブ課題（ ）：プライム刺激呈示時間を
100m ，800m ，および1250m に設定した場合の注意の偏
りを表す 得点，（ ） e o t So l n et S le
日本語版（ S S 朝倉他, 2002）：社交不安，（ ）S o t
e o e t e lu t on S le（S 笹川他，
2004）：他者評価懸念，（e）大学生版スピーチ場面不安尺度










室１回目を e，来室２回目を le， e アンケート回
答時を o t1，来室３回目を o t2とし， e時点をベースラ
イン， le時点を心理教育直後の結果と解釈した。
　聴衆の注視時間と 得点について,群（介入群，統制





　 S S 得点，S 得点，S S得点について，群（介入
群，統制群）と時期（ e, le, o t1, o t2）を要因
とする２要因分散分析を実施した結果，介入群において，時
期経過に伴ってそれぞれの症状が低減したことが示された。
　 Sの「 el 視点」得点，「 e e 視点」得点，お
よび「 et e n ulne 視点」得点について，群







































　 e o t So l n et S le日本語版
（朝倉他，2002）の得点が42点以上の大学生，大学院生 33
名（男性12名，女性21名，平均年齢21.7±2.2歳）。
　（ ）主観的な不安反応：V u l n lo ue S le





させた。２日目にストレス負荷課題として， e So l
St e e t（ SS ； um et l., 1993）を実施し，
その後 S に対する不安反応の程度を（ ），（ ）を用いて
測定した（再発テスト期）。コルチゾール値の評価のための
唾液採取は，流涎法によってベースライン， SS 開始直




（ e pon e ， on e pon e ）と刺激（ S ， S）を独
立変数とした２要因分散分析の結果， S期待値のみ有意な
交互作用が示された（ 1,31 4.30, p .05）。単純主効果の
検定の結果， on e pon e は e pon e と比較して S
と Sの差分が大きいことが示された（ e pon e：t 4.48,
p .01, .85； on e pon e t 5.71, p .01,
2.13）。一方で，コルチゾールの総量（ ）と S に対す
る不安，ネガティブな感情価，覚醒度との間に有意あるいは
有意傾向の正の相関が示された（不安： .30，p .09；






字の関係にあることを示す知見も存在する（S ll n et












A Study of the Transformational Achievements of Self-reliance Support Home Staff in 



























タビュー（ e ll et l., 1997），（3）自立援助ホーム職員
の被虐待児に対する寄り添い尺度項目（独自作成），（4）問
題行動の動機づけアセスメント尺度（ ot t on





























の問題行動にもたらす変容を，S （Step o o n
n eo t on；大谷，2019）を援用して分析した結
果，79個の代表的な語り，35個の言い換え，７個の概念が
生成された。職員の寄り添う支援は，虐待を受けた子どもに
自他への安心感と信頼感 ， 外見の変容 ， 行動の変容 ，












The effect of cognitive-behavioral parent training
S un























































































る可能性も指摘されており（ e et l., 2011），その際，
楽観性，自己効力感，組織市民行動，時間外労働が影響す
ると考えられる。非現実的な楽観性は不適切に持続するこ
とによって，個人や組織に危害を及ぼし（ e et l.,
2011），自己効力感は自信過剰に繋がり，継続するパフォー
マンスを妨害することが明らかになっている（e. .
V n ou e ， omp on， ne ， ut ，2002）。
組織市民行動を行うことが必要以上の役割を担い休息や個
人的関係を疎かにし，仕事と家庭の役割間葛藤を経験する
可能性があり（ e et l., 2011），時間外労働は，健康









t e e e e ent t on e t日本語版（ ：坂
本・田中、2002），一般性セルフ・エフィカシー尺度（ S S：
坂野・東條，1986），日本版組織市民行動尺度（田中，2002），
客観的な遂行度の達成評価， t e t o n ement
S le 9項目日本語版（ S ：S m u et l., 2008），
日本語版 e ep e on n ento Ⅱ（ Ⅱ：小嶋・














た（ .27, p .001，順に .47, p .001 .22, p
.05）。パフォーマンスに対して楽観性が有意な正の影響
を示した .14, p .01 .37, p .01）。抑うつに対
して楽観性が有意な負の影響を示した（ .09, p .05
.31, p .05 ）。不全型では，ワーク・エンゲイジメン
トに対して組織市民行動が有意な正の影響を示した（
.42, p .001 .64, p .001）。パフォーマンスに対し
て組織市民行動が有意な正の影響を示した（ .29, p
.01 .54, p .01）。抑うつに対して自己効力感が有意
な負の影響を示した（ .22, p 01 .47, p .01）。
抑うつ型では，パフォーマンスに対して組織市民行動が有
意な正の影響を示した（ .12, p .05 .34, p
.05）が，ワーク・エンゲイジメント，抑うつに対しては有
意な影響は見られなかった。
　一見エネルギーに溢れパフォーマンスも高いが，実は精
神的不調を抱えている労働者の存在と，その心理的状態が
明らかになった。恩恵型，不全型，抑うつ型において，影
響を与える要因は一致せず，型ごとの特徴が浮き彫りと
なった。従来の一律的な教育研修や対策に見られるワーク・
エンゲイジメントの概念を中心に据えたアプローチとは別
に，労働者の状態像に応じたメンタルヘルス対策が必要で
あり，職場のラインケアや労働者のセルフケアに応用でき
る可能性が示された。特に不全型では，自己効力感を高め
抑うつを減少させる方略が重要であるが，一方，精神的不
調を抱える当該労働者に対し，組織市民行動を高めワーク・
エンゲイジメントとパフォーマンスを高める方略がどのよ
うな結果をもたらすのか，精神病理の側面とともに今後の
検討とエビデンスが必要である。
